
 

 

 

 
  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

経営者の皆様と“個性的な経営”を考えるために！ 
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【今月のハイライト】 
 
われわれ日本人が今回の震災を経験して以後、その意識、行動に変化が

生じています。危機管理に関することもその一つです。 
そこで今月は、東日本大震災の後に、実際に事業継続計画（BCP：

Business Continuity Plan）に取り組んだ企業の事例を取り上げ、具体

的にどのように作業を進めていったのか見ていきたいと思います。 
 

 

 

 

 

BCP に最初から完璧はいらない 

いざという時、動ける会社体制を作る！ 
☆☆☆ 企業価値を高める経営を目指すシリーズ⑩ ☆☆☆ 

☆経営者応援レポート  ☆ 2011 年 １０月 ☆ 



 

 

企業価値を高める経営を目指すシリーズ：1㌻ 

【１】大震災の後で 
 

１》以後の意識、行動 

 ３月 11 日の東日本大震災から、はや７カ月が過ぎようとして

います。 

お亡くなりになった方々のご冥福をお祈り申し上げます。また、

現在も不自由な生活を余儀なくされている被災者の方々に衷心

よりお見舞いを申し上げます。 

 われわれ日本人が今回の震災を経験して以後、その意識、行動

に変化が生じています。危機管理に関することもその一つです。 

 矢野経済研究所が震災後に行った「事業継続計画（BCP）につ

いてのアンケート調査」を参照してみます。 

 

２》BCP への意欲 

 下図によると、震災後に BCP を策定した企業もあり、また策定

に意欲的な企業が 45％におよんでいます。 

 ただ、「できれば策定したい」というように、そこに何らかの

支障を感じている企業もあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そこで今月は、東日本大震災の後に、実際に BCP に取り組んだ

企業の事例を取り上げ、具体的にどのように作業を進めていった

かを見てみます。 

 また、この時期に BCP を考えることの意味も、読み進むうちに

明らかになればと思います。 

【図】震災による BCP（事業継続計画）の策定意欲の変化 
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企業価値を高める経営を目指すシリーズ：2㌻ 

【２】これまでも機会はあった 
 

１》ふいに訪れる不安 

 Ａ社はシステムキッチンおよびその周辺機器の製造・販売をす

るメーカーです。 

社員は約 100 名を数え、内４割が本社オフィスで企画、営業と

いった職務に従事し、他の６割が別に構えられた工場で日々、商

品の製造をしているそうです。 

 ラインの稼働率は高く、年間でならしてみると、 

ほぼ 90％を超えるほどの受注 

が入っています。 

 だからこそ、会社を束ねるＡ社長は時にはこんな不安を覚える

そうです。「もしラインが止まってしまったら……」 

 

２》新型インフルエンザ 

 それはそうでしょう。何らかの原因でラインが止まるような事

態に陥れば納品が遅れ、得意先に迷惑をかけてしまいます。 

最悪、取引がなくなってしまう 

こともあるでしょう。 

 実際、それに近い危機がなかったわけではありません。09 年に

新型インフルエンザが流行したときのことです。当時、工場で

罹患
り か ん

する社員が続出。欠勤が急増して生産体制に支障をきたした

ことがあったのです。 

 ただこのときは、他の従業員ががんばってくれて、納期が遅れ

るという事態は避けられたそうです。 

 

３》のどもと過ぎれば熱さ忘れる 

 しかし、他の従業員に長時間の残業や休日出勤といった負担が

かかったのは事実です。こうした事態にＡ社長は適切な対応策を

講じなければならないと考えたといいます。 

しかしながら、結果として取引先に迷惑をかけずに済んだこと

であり、また「のどもと過ぎれば」の例え通り、 

時間が経つにつれて危機感は薄れて 

いきました。 

 結局、頭の片隅に「どうにかしなきゃ」という思いがありなが

ら、具体的な行動に結びつかなかったのです。 

 そこへ、今回の東日本大震災の発生でした。 



 

 

企業価値を高める経営を目指すシリーズ：3㌻ 

【３】その日、Ａ社は 
 

１》被災地情報 

 震災発生直後からしばらく、Ａ社長はテレビに流れる映像を食

い入るように見つめながらも、なかば呆然としていたそうです。 

あまりのことに信じられないという思いも交錯し、しかし徐々

に明らかになっていく実情に、はっきりと現実として受け入れる

腹が決まったといいます。 

 もちろん、連日の報道にＡ社長は心を痛めたようですが、一方

では経営者として、 

被災地の事業者の消息、動向にも意識が向いた 

ようです。 

 壊滅的との印象が強かったのですが、多くの人が早くも再起に

動き出しているのを知って、Ａ社長は感心しきりでした。 

 

２》甘さの自覚 

 同時に、「もし我が社だったら」と考えざるを得ませんでした。

リスク管理の甘さが身に染みました。 

 今回の災害からＡ社は遠く離れていたにも拘わらず、内部での

連絡は滞り、 

社員の安否や会社の状況を把握するのにかなりの時間がかかった 

というのが実際のところです。 

 先の新型インフルエンザでの経験、そして今回の災害に際して

の危機管理の甘さへの自覚。 

 これが、Ａ社が事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）

に取り組むきっかけでした。 

 

３》BCP の様式類 

 しかし、BCP は初めてのことで、何から手をつけていいか分か

りません。インターネットで調べてみると、中小企業庁が「BCP

の様式類」を提供していました。 

 これはシートに 

必要事項を記入していくことで BCP が策定できる 

というものです。 

「中核事業影響度評価フォーム」「従業員連絡先リスト」「主要顧

客情報」といった非常時およびその準備に役立つ 20 項目がフォ

ーマットで用意されていました。 



 

 

企業価値を高める経営を目指すシリーズ：4㌻ 

【４】Ａ社の事業継続計画 
 

１》BCP 事始め 

 Ａ社長は早速、経営幹部や各職長を集め、必要事項を埋めてい

く作業を始めました。 

非常時に何をすればいいか、どう動けばいいかが何となく見え

てきて、多少の安堵が得られたそうです。 

 しかし、現状はただの紙に過ぎません。 

本当に想定通り動けるかどうかという不安 

は拭い去れませんでした。 

 そこでＡ社長は伝手をたどり、早くから BCP に取り組んできた

経営者を紹介してもらったそうです。すると、その経営者は、開

口一番「シミュレーションをして、実際に訓練してみないと役に

立ちませんよ」と断言したそうです。 

 

２》見つかった穴 

 その通りでした。社員とシミュレートしてみると、いきなり「電

話回線断絶」の事態が想定でき、固定電話だけでなく、携帯でも

つながりづらくなるから、同じことでした。 

 これでは、いくら「従業員連絡先リスト」があっても用を成し

ません。通信を確保するには、 

Twitter、Facebook などのコミュニティサイトの利用、あるいは携

帯メールのメーリングリスト化 

を射程に入れる必要性が判明したわけです。 

 また、事業継続の観点からすると、工場の操業停止が最も懸念

されました。その点では、まずやれることは設備・機材の補強で

あることは明らかでした。 

 

３》操業不能に陥ったら？ 

 さらに、まったくの操業不能という事態を考えておかなければ

なりません。 

その際には、同業他社に生産依頼をするしかないだろうという

のが結論でした。そのためには、 

自社製品の設計データの保持が不可欠 

です。 

このバックアップ体制の見直し、および生産依頼を受けてくれ

る他社のリストアップも BCP には欠かせない要素でした。 



 

 

企業価値を高める経営を目指すシリーズ：5㌻ 

【５】まずは作ってみる！ 
 

１》取引先との協議 

 後者の想定は、「客足をつなぎ止める」ためのものです。です

から、より精度を増すため取引先と協議してみると、Ａ社からの 

供給の遅れを待てるのは最大で 96 時間（4 日間） 

というのが、大勢であることが判明したそうです。 

 となると、それまでに供給体制を回復するシナリオを固めてお

く必要があることも見出されたようです。 

 これらを踏まえて訓練してみると、また穴が見つかったそうで

す。補完する案が関係者で再度練られ、訓練に付し、その度に精

度が上がっていることをＡ社長は実感できたといいます。 

 

２》PCDA サイクルが効果的 

 危急時に人は動けなくなってしまうことがままあるものです。

定期的な訓練を通して身体に憶えさせることで、 

その瞬間、初動対応に差が出てくる 

のではないでしょうか。 

 ですから、BCP というのは「作ったから安心」というものでは

なく、作った後にどう付き合っていくかが大事なのです。 

また、BCP を策定する際には、最初から完璧を目指さず、Ａ社

がしたようにとにかく作ってみることが大事です。その上で PDCA

を回してみる。穴が発見できたら、その都度補強していけばいい

のです。 

 

３》日本人として 

 災害のたびに人知の及ばない自然の恐ろしさをわれわれは見

ます。故に BCP は無意味との意見もあります。 

しかし、震災後に一歩を踏み出すことの大切さを目撃していま

す。その一歩の重要性は震災前後で変わらないはずです。 

事業を継続するというのは、関係者のことを考えれば経営者の 

責務である 

と言えます。 

そして、この大震災後の被災者の言動を見るにつけ、事業の継

続は勇気であると実感できます。われわれ日本人は、決して今回

の経験を無駄にすることはできません。その意味でも、BCP の策

定を検討してみてはいかがでしょうか。         以上 


